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監査監督機関国際フォーラム（IFIAR）がオンラインにより 2021 年本会合を

開催し、新型コロナウイルス感染症禍及びその先の監査品質のマネジメント

（the Management of Audit Quality in the COVID Environment and Beyond）に

ついて議論 
 
 ４月19日－４月21日にかけて、各国地域を代表する54のIFIARメンバーがオ

ンラインで会する2021年本会合が開催された。 
 
本年の本会合のテーマとして、「新型コロナウイルス感染症禍及びその先の

監査品質のマネジメント（ the Management of Audit Quality in the COVID 
Environment and Beyond）」に焦点が当てられた。 
 
新たにIFIAR議長に選出されたデュエイン・デスパルテ（Duane DesParte）氏

は、「IFIARは、メンバーに対し、彼らの経験、アイディア、視点を共有する

ためのフォーラムを提供し、各メンバーの監査監督能力の向上を助け、監査

品質の持続可能な改善を促している。今年の本会合では、メンバーや財務報

告エコシステムのその他の主要なステークホルダーがオンライン上で集まり、

現在のCOVID-19の環境と未来の双方における、監査及び監査監督上の課題や

機会に注目した議論が行われた。」とコメントした。 
メンバー及びその他の主要なステークホルダーの代表は、一連のパネルディ

スカッションを通して、高品質な監査を促進する監査監督当局の役割につい

て議論した。 
 
 IFIARメンバーは、彼らの組織がCOVID-19パンデミックによってもたら

された課題を踏まえてどのように活動を適応させているか、そして、彼

らの地域で監査品質を長期的・持続的に向上させるために実施している

先を見据えた取組について共有した。 
 IFIARメンバーは、近く監査法人によって新たな国際品質管理基準１

（ISQM1）が実施されることへの対応として、規制監督の実務を順応さ

せるために取り得るアプローチについて検討した。 
 Global Public Policy Committee（GPPC）ネットワークと監査委員会の代表

は、パンデミックで得た教訓、今後の監査にかかる示唆、ISQM1実施に

よる好機について共有した。 
 IFIARメンバーと外部のIFIAR諮問グループの代表は、不正リスク対応に

係る監査人の責務について、この分野における投資家の期待に焦点を当

てて議論した。 
 IFIARメンバーは、検査指摘事項、執行にかかる取組、そして、複数の地

域における監査市場の進展にかかる最近の調査についての情報を共有し

た。 
 



 

新たな2021-2026 戦略プラン 
 
メンバーは、更新された５年間の戦略プランを承認する形で、IFIARの戦略的

な方針について再確認した。戦略プランは、メンバーの規制監督能力を向上

させていくこと、及び、メンバーの集合的な専門性や経験を活用することに

よる、GPPCネットワークをはじめとした多様なステークホルダーに対する、

IFIARの有益な影響力を強化していくことを通じて、監査品質の持続可能な向

上を促進していくことに焦点を当てている。 
 
IFIAR 議長及び副議長、代表理事の選挙 
 
本会合において、メンバーは、組織の新たな議長にデュエイン・デスパルテ

氏（米国・PCAOB）を、副議長に長岡 隆氏（日本・金融庁）を選出した。

2021年の本会合では、アブダビ（ADAA）が代表理事としての任期を満了し、

IFIARは長期にわたる支援と功労へ感謝を伝えた。代表理事として再選された

メンバーは、オランダ（AFM）、シンガポール（ACRA）、南アフリカ

（IRBA）であり、アイルランド（IAASA）が新たに代表理事に選出された。

各理事は、４年の任期を務めることになり、オーストラリア（ASIC）、ブラ

ジル（CVM）、カナダ（CPAB）、台湾（FSC）、フランス（H3C）、ドイツ

（AOB）、ギリシャ（HAASOB）、日本（CPAAOB / JFSA）、スイス

（FAOA）、トルコ（CMB / POA）、イギリス（FRC）、アメリカ（PCAOB）
と共に、代表理事会は16か国で構成されることになった。 
 

 

 

IFIAR について 
 
監査監督機関国際フォーラム（IFIAR）は、2006 年に設立され、アフリカ、

北米、南米、アジア、オセアニア、ヨーロッパの 54 の国・地域の独立した監

査監督当局で構成されている。その使命は、グローバルに監査監督を向上さ

せることにより、投資家を含む公益に資することである。IFIAR は、世界中

の監査品質や規制実施について、対話や知見の共有ができるプラットフォー

ムを提供し、規制活動における協調を促している。IFIAR の公式のオブザー

バーは、バーゼル銀行監督委員会（BCBS）、欧州委員会（EC）、金融安定

理事会（FSB）、保険監督者国際機構（ IAIS）、証券監督者国際機構

（IOSCO）、公益監視委員会（PIOB）及び世界銀行である。IFIAR に関する

更なる情報については、IFIAR ウェブサイト（www.ifiar.org）を参照されたい。 


